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７
月　

日
、　

日
、
神
埼
町
櫛
田

２６

２７

宮
・
長
崎
街
道
沿
線
を
会
場
に
「
第

　

回
長
崎
街
道
か
ん
ざ
き
宿
場
ま
つ

１４り
」
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
が
、
夏
ま
つ
り
を
満
喫
し
ま
し

た
。午

前
中
は
、
ふ
れ
あ
い
街
道
ウ
ォ
ー

ク
、
ハ
ン
ギ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

夕
方
か
ら
は
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
や
市

民
参
加
の
総
踊
り
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
街
頭

パ
レ
ー
ド
で
は
、
神
埼
小
学
校
の

フ
ォ
ー
ム
バ
ト
ン
と
金
管
バ
ン
ド
を

先
導
に
、
市
内
の
企
業
・
団
体
に
よ

る
総
踊
り
が
続
き
、
祭
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

今
年
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
ト
ヨ
タ
紡

織
九
州
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
（
レ
ッ
ド

ト
ル
ネ
ー
ド
）
チ
ー
ム
の
飛
び
入
り

出
場
も
あ
り
、
大
い
に
賑
い
ま
し
た
。

８
月
９
日
、
城
原
川
「
水
辺
の 
楽 
が
っ

 
校 
」（
千
代
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
）、

こ
う千

代
田
総
合
支
所
南
側
駐
車
場
で

「
第　

回
堀
デ
ー
ち
よ
だ
」
が
行
わ

２０

れ
、
市
内
外
か
ら
親
子
連
れ
な
ど
が

訪
れ
ま
し
た
。

昼
の
部
の
ハ
ン
ギ
ー
競
漕
で
は
、

水
上
で
の
熱
い
競
漕
に
歓
声
が
上
が

り
、隣
接
の
サ
ブ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

会
場
で
は
、カ
ヌ
ー
試
乗
、飛
び
込
み

タ
ー
ザ
ン
、川
の
つ
り
橋
に
順
番
待

ち
の
列
が
で
き
、終
日
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
ハ

ン
ギ
ー
競
漕
の
優
勝
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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『
夏
だ
〜　
祭
だ　
堀
デ
ー
だ
！
』

木
村
純
一
（
神
埼
町
）
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下
黒
井
Ａ
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ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ー
ル
ズ

 

（
千
代
田
中
部
小
）
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千
代
田
中
陸
上
部
（
短
距
離
）
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１
組
目　

木
原
耕
作
（
佐
賀
市
）

２
組
目　

弥
富
な
つ
こ（
脊
振
町
）

３
組
目　

神
代
真
也
（
脊
振
町
）
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小
柳　

利
宏
（
千
代
田
町
）

夜
の
部
で
は
、
保
育
園
児
と
保
護

者
に
よ
る
親
子
ふ
れ
あ
い
総
踊
り
、

千
代
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
、
婦
人
会
に
よ
る
盆
踊
り
な
ど
が

あ
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
１,
０
０
０

発
の
花
火
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

８
月　

日
、
脊
振
町
高
取
山
公
園

１５

で
「
第　

回
わ
ん
ぱ
く
ま
つ
り
」
が

１１

行
わ
れ
、
家
族
連
れ
や
若
者
ら
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
夕
方
か
ら
開
催
さ
れ
、
わ

ん
ぱ
く
た
ぬ
き
踊
り
、
ヤ
マ
メ
の
つ

か
み
取
り
、
盆
踊
り
、
自
衛
隊
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
ム
ネ
の
早
飲
み
競
争
、
大
声
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
の
子
ど
も
向
け
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
自
然
豊
な
高
取
山
公

園
で
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
歓
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。
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